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　計算機がネットワークに接続され，IPなどの標準的
な通信プロトコルが整備されるにつれ，ある計算機上の
サービスから他の計算機のサービスを呼び出して利用し
たいという分散処理のニーズが高まった．このような
要求を実現するための方法として，関数呼び出しのリ
モート化である RPC（Remote Procedure Call）が普及
し，さらに，分散オブジェクトの概念と組み合わせてサー
ビスのディスカバリやライフサイクル管理を可能とする
CORBAの標準化が OMG（Object Management Group）
を中心として行われてきた．これらは，分散コンピュー
ティングの基本的機能として現在でも多くのアプリケー
ションで用いられている．
　一方，1990年代後半から，大学や研究機関を中心に
ITリソースを相互に融通し利用効率を上げようとする
グリッドの考え方が広まってきた．グリッドでは，サイ
エンス分野における余剰計算リソースの有効活用という
実践的なニーズが先行したため，概念の整理や標準化に
先立っていくつかのシステムが実装され，各々の地域
や技術領域で利用されるにいたった．その代表例とし
ては，Globus Allianceが開発している Globus Toolkitや
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　グリッドの技術領域では，管理対象となる IT機器の拡大や，投入する業務情報の相互運用性が重要となる．その中で，多
様な IT機器を組み合わせたシステム全体の複雑さを軽減するためには，ITリソースのモデル化／仮想化も重要である．また，
業務とそれを実行する IT機器の割付けを動的・柔軟に定義できるような枠組みは，日々変化するビジネス環境への ITシス
テムの追従を容易にし，システム管理の複雑さを整理する．これらの技術の概要と動向，今後を，その歴史的経緯，主要な
国際標準化団体であるGGF☆ 1とOASISにおける標準化活動との関連をふまえて解説する．
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Unicoreプロジェクトにて開発している Unicoreなどを
挙げることができる．
　グリッドの概念や各種システムが一定の普及を見ると
それらの間の概念整理やインタフェース統一，相互接続
への要求が高まり，地域ごとにワークグループやフォー
ラムなどの情報交換組織が設立された．米国中心の
Grid Forum，ヨーロッパ中心の European Grid，アジア
パシフィック中心の APGridなどがその例である．1998

年暮れに，ハイパフォーマンスコンピューティング関
連の著名学会である Supercomputingにおいてこれらグ
リッド関連団体を集めた会議が開催され，その結果を
受けて 2001年には世界的な普及促進を目指す標準化団
体として GGF（Global Grid Forum）が組織されるにい 

たった．
　初期の GGFは主に既存のグリッド団体やユーザ間の
情報交換が行われたが，2002年開催の会議 GGF4に
てWebサービスの考え方を基盤とした新しいグリッ
ドアーキテクチャである OGSA（Open Grid Services 

Architecture）アーキテクチャが提案されると，以降の
GGFはその詳細化と仕様策定が一つの大きなミッショ
ンとなっていった．この活動は，従来からのグリッドの
主要ターゲットであったサイエンス分野に加え，期待の
高まりつつあったビジネス分野へのグリッドの適用をス
コープにいれており，ビジネスコンピューティングで
多く用いられる J2EE（Java2 Enterprise Edition）や .NET

とも親和性のよいアーキテクチャとなっていたため，広

☆ 1 後述するように，2006 年 7 月に GGF（Global Grid Forum）は OGF
（Open Grid Froum）と改称したが，本稿では混乱を避けるため GGF と
記述を統一する．
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く IT産業界の注目を集めるにいたった．本アーキテク
チャは，インターネット上の ITサービス利用形態とし
て標準的な位置を占めるWebサービスの基盤の上に，
グリッドサービスの配備，実行，相互接続，グリッドの
利用する IT機器（ITリソース）の記述や制御，関連す
るセキュリティメカニズムなどを定義する網羅的な仕様
を目指している．ビジネスグリッドプロジェクトもこの
活動への参画と知見のインプットによる標準化推進を一
つの主要なミッションと定め，主体的な活動を行ってき
た．2004年には，OGSAが GGFの「フラッグシップアー
キテクチャ」であると宣言され，今日なおそのカバー範
囲の拡大が精力的に進められている．なお GGFは，企
業におけるグリッド関連ソリューションの開発および
導入促進を目的とするコンソーシアム EGA（Enterprise 

Grid Alliance）と統合し，OGF（Open Grid Forum）と
して 2006年 7月に拡大再出発することとなっている．
　一方，OGSA の基盤となる Web サービスの機
構 に つ い て も， 当 初 は OGSI（Open Grid Service 

Infrastructure）という名称のもと GGFにて標準化を推
進する方向であった．しかし，この領域はW3C（World 

Wide Web Consortium）や OASIS（Organization for the 

Advancement of Structured Information Standards） な
どの団体が中心となってすでに標準化を進めていること
もあり，活動の重複を避け全体の効率を上げる意味から，
それらの標準化団体との連携の下で標準化を進める方向
が GGF13にて決定された．W3Cでは主にWebサービ
スの通信方法や接続インタフェースなど下位レイヤの標
準を定め，OASISではWebサービスのメカニズムを用
いた上位レベルサービスの標準化を進めている．OGSA

では，Webサービスをリソース制御や高信頼通信，ジョ
ブ制御のための基本機構として利用することから，特に
OASISとの連携を重要視し，相互に仕様の確認やフィー
ドバックを行いつつ整合性のとれた標準化を推進して
いる．ビジネスグリッドプロジェクトにおいても，GGF

に加えて OASISにても積極的な役割を果たし，両者の
活動紹介，役割分担などの橋渡しを行うほか，各種接続
実験への参画により仕様の実証確認を行うなど標準化の
加速に貢献している．
　また，グリッドにおいては，利用される ITリソー
スが共通の方法でモデル化，記述されることが望ま
しい．ITシステムの運用管理の観点から ITリソース
の記述モデルの標準化を進めている団体として DMTF

（Distributed Management Task Force）があり，ストレー
ジ分野の標準化団体 SNIA（Storage Network Industry 

Association）は先行的にその成果をリソースの記述に活
用している．OGSAはこれらの活動とも連携しつつ，IT

リソース全体の整合性のとれた標準化作業の加速を図っ

ている．

　グリッドシステムの理想をかたちのある技術に展開し，
相互にオープンな連携をしていくには国際標準仕様が不
可欠である．ITリソースの管理技術はすでにベンダに
よる独自の開発が進んでいるが，標準仕様に基づいたリ
ソースの仮想化を進めることにより，業務プログラムと
ITリソースの関連付けをより柔軟に行い，マルチベン
ダ環境での ITリソースの有効活用をさらに進めること
が期待される．この観点からビジネスグリッドプロジェ
クトでは散在するグリッドシステムの相互接続に必要な
インタフェース部分の標準化に重点的に取り組み，また，
この相互接続にかかわる実装を進めることで，仕様の普
及を目指してきた．具体的には，全体アーキテクチャと
して GGFのフラグシップアーキテクチャである OGSA

に準拠し，特に重要な以下の技術領域に重点をおいて活
動してきた．
• 複数サイトにまたがったマルチベンダ環境での業務の
リソース要求記述と業務実行依頼インタフェース・交
渉の技術

• 複数サイトにまたがったマルチベンダ環境で業務の配
備を可能とする技術

• マルチベンダ環境のリソースを統一的に管理・制御す
る技術
　このほかにも，セキュリティや接続性の高信頼化の技
術はビジネスには欠かせない要素である．これらを推進
するにあたって GGFおよび OASISにおいて複数の作業
部会に参加，もしくは作業部会創設時点の共同議長とし
て貢献してきた（図 -1参照☆ 2）．
　この活動により，作業部会単位の個別な取り組みだけ
でなく，仕様相互の連携による全体アーキテクチャが
形作られている．これらの仕様群は，グリッドシステム
が究極的に目指す，管理組織の境界を越えた ITリソー
ス活用への道筋を切り開くものであり，世界規模に分散
する ITリソースを束ねる実用的標準仕様群が徐々に出
現しつつあるといえる．ビジネスグリッドにかかわる標

標準化の位置付けとねらい標準化の位置付けとねらい

☆ 2 OGSA : Open Grid Services Architecture
JSDL : Job Submission Description Language
GRAAP : Grid Resource Allocation Agreement Protocol
CDDLM : Configuration Description, Deployment, and Lifecycle  
                 Management
ACS : Application Contents Service
WSDM : Web Services Distributed Management
WSRM : Web Services Reliable Messaging
SEC : Security, RM: Resource Management
WG : Working Group
DT : Design Team
TC : Technical Committee
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準化はグリッドコンピューティングの究極像のみでなく，
今日のビジネスにも貢献することで，長期・短期両面で
ITシステムの進歩を加速していくねらいがある．

　本章では標準化の各分野ごとに仕様・技術の紹介とそ
の動向，および，ビジネスグリッドプロジェクトでの取
り組みを述べる．

❖ 全体アーキテクチャ
　OGSAアーキテクチャ 1）は，次世代のグリッドコン
ピューティング・ミドルウェア・アーキテクチャを描く
国際標準である．この標準は，SOA（Service Oriented 

Architecture）と，Webサービス（Web Services）の技
術を採用している（図 -2参照）．SOAは，分散アプリ

標準化の各分野標準化の各分野

ケーションの構築技術として知られ
ているが，グリッドのミドルウェ
アに対しても複数の利点を提供す
る．まず，SOAが定義するサービ
スを，グリッドが必要とする機能の
論理的なビューととらえ，比較的大
きな単位での機能分割と考えること
ができる．そして，これらサービス
を再利用したり複数を組み合わせた
りすることによって，さらに，新し
い機能の提供が可能になる．さらに
SOAは実際の機能の実装方法を利
用者から隠蔽し，機能実装に用いた
ハードウェア，OS，言語に関係なく，
利用者がサービスを利用できる．こ
のような SOAの特徴は，広域でか
つ異機種分散環境というグリッドに

とって必須の性質である．
　さらに，OGSAでは，実際のインタフェース定義にあ
たっては，XML（Extensible Markup Language），SOAP 

（Simple Object Access Protocol），WSDL（Web Services 

Description Language），Web Services Addressing など
に代表される，Webサービス技術を広範に採用してい
る．Webサービス技術は，現在，主要な ITベンダが次
世代の分散アプリケーションの構築技術として強力に
推進しているもので，強力な開発ツールやさまざまな
教育マテリアル等が容易に入手できる．さらに，分散シ
ステムの構築技術として，Webサービス技術とグリッ
ド技術には共通点が多いので，OGSAではグリッドコン
ピューティング用に似て非なる解決技術を開発するので
はなく，Webサービス技術をなるべく利用することに
している．
　一般的に，Webサービス仕様は柔軟性と拡張性を備
えており，OGSAの要求するさまざまな用途に利用する
ことができる．しかし一方，実際にグリッドシステム間
の相互接続性を実現しようとすると，これらの柔軟性
と拡張性が逆に相互接続性の障害となる恐れがある．そ
こで，グリッドシステム間で相互接続性を確保するた
め，WSRF（Web Services Resource Framework） を 含
むWebサービス標準仕様群をどのように使うかを厳密
に規定する OGSAプロファイル（OGSA profile）を導
入した．プロファイルの考え方は，WS-I（Web Service 

Interoperability）☆ 3が考案したものであり，Webサー
ビスにおいては，WS-I Basic Profile v1.1とWS-I Basic 

Security Profile v1.0が広く利用されている．OGSAプロ

図 -1　標準化分野

オープン
な連携

外部との
相互接続

全体アーキテクチャ全体アーキテクチャ

マルチベンダ／
マルチサイトに
対応する
業務の依頼

マルチベンダ／
マルチサイトに
対応する
業務の依頼

業務に必要な
リソースの記述

業務に必要な
リソースの記述

業務実行依頼と
交渉の技術

業務実行依頼と
交渉の技術

マルチベンダ／マルチサイトで
業務の配備を可能とする技術

マルチベンダ／マルチサイトで
業務の配備を可能とする技術

マルチベンダのリソースを
統一的に管理・制御する技術

マルチベンダのリソースを
統一的に管理・制御する技術

接続性を確保する基盤技術接続性を確保する基盤技術

GGF JSDL WG

GGF GRAAP WG
(WS-Agreement)

GGF CDDLM WG
GGF ACS WG

OASIS WSDM TC

OASIS WSRM TC

GGF OGSA WG

（標準化活動）（本プロジェクトで必要とされる技術）

GGF OGSA-WG RM-DT

GGF OGSA-WG SEC-DT

図 -2　SOAとWebサービスの利点

SOA
•柔軟性

–必要なサービスを動的かつ位置透過
に利用できる

•スケーラビリティ
–必要に応じてサービスを追加・削除

•置き換え可能
–ユーザに知らせず，提供サービスを
更新可能

•高可用性
–障害発生時には，代替サービスに
切り替え

Web Services

•相互接続性確保
–多数の国際標準仕様

•有力ベンダが協力に推進
–完成度の高い開発ツール
–書籍やトレーニングなどの教育支援

•選択と拡張
–利用可能な既存仕様を選択し採用
–不足機能だけ，グリッド向けの拡張
仕様を開発

☆ 3 http://www.ws-i.org/
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ファイルは，この考え方に準拠し，プロファイルの対
象とする仕様群の完成度および，普及度の定量化を行い，
必要であれば，若干の機能追加を許容するものである．
現在，WS-addressingとWSRFに基づいた OGSA WSRF 

Basic Profile 1.0と，セキュリティに関する OGSA Basic 

Security Profile2），3）の 2つのプロファイルが作成され
ている．相互接続性の観点からはグリッドの基盤となる
Webサービスの仕様群は 1つであることが好ましいが，
実際には複数のほぼ同等のWebサービス標準仕様群が
同時に提案されることがある．そこで，OGSAでは，グ
リッドシステムのより広範囲な普及と，将来に向けた機
能拡張の余地を残すため，OGSAプロファイルの定義に
準拠していれば，複数のプロファイルの策定を許容して
いる．さらに，複数のプロファイル間でなるべく同一の
基盤機能を定義することにより，グリッドサービスの仕
様開発を基盤となるWebサービスの発展と独立に進め
ることを可能としている．
　グリッドが扱うリソースは多様であるが，それはシス
テムが複雑になることも意味する．この複雑さと，そ
の結果としての管理コストをどのように軽減するかが，
グリッドの主要課題の一つである．OGSAでは，この
問題を，Webサービス技術を使ったリソースの仮想化
（virtualization）により解決する．たとえば，ベンダご
とや，同一ベンダであっても製造時期等の違いにより，
個々のサーバが持つ機能や制御インタフェースは異なっ
てしまう．しかし，あらかじめ基本的な共通インタフェー
スを定義することで，すべてのサーバを一定の範囲では
同一に扱うことが可能になる．これをサーバの仮想化と
呼ぶ．このとき，個々のサーバの特徴的な機能を活かす
ために，インタフェースの拡張余地を残した上で，すべ
てのサーバがサポートすべき共通インタフェースを定義
している．さらに，サーバ・ストレージ・ネットワーク

といった異なる種別のリソース間でも，ライフサイクル
管理などの基本的な機能は，複数のリソース種別に渡る
共通なインタフェースとして定義する．
　ビジネスグリッドプロジェクトのメンバが，OGSA-

WGの共同議長として参加し，機能要件の提示やアーキ
テクチャに関する技術的提案を積極的に行っている．

❖ リソースの管理技術
　グリッドシステムにおいては，それが利用する ITリ
ソース（計算機，ネットワーク，ストレージ，ミドルウェ
アなど）をどのようにモデル化し，その情報にいかにア
クセスするかということが大きな課題となる．グリッド
における ITリソースは一般に複数のベンダやサプライ
ヤから供給されるヘテロジニアスなものを想定する必要
があるため，これを共通的に取り扱うことができる標準
が必要となる．
　このような ITリソースの取り扱い方法を標準化す
る場として，OGSA内のサブグループとして RM-DT

（Resource Management Design Team）が設けられてい
る．ビジネスグリッドプロジェクトは本 DTにおいて，
ITリソースのモデル／アクセス方法としてはすでにいく
つかの標準化の動きが存在していることに留意し，GGF

として独自な仕様を開発するのではなく，既存の標準の
うちどのようなものがベースとして OGSAのリソース
モデルが構築できるかという観点で検討を進めるべく働
きかけを行ってきた．これは，主に以下の 2つの動き
にまとめることができる．
（1）ITリソースのモデル化や記述方法に関しては，関

連標準化団体である DMTFが開発している CIM

（Common Information Model）の汎用性に着目し，
OGSAから CIMがどのように利用できるかという
ガイドラインの構築，および GGFの観点からの
DMTFに対する仕様のフィードバックを行っている．

（2）ITリソース情報へのアクセスに関しては，OGSAと
親和性のよいWebサービスの枠組みを用いたアク
セスを行うための標準として，関連標準化団体であ
る OASISが定めているWSDMなどの標準を用いて
ITリソースの状態を管理，制御するための仕様の検
討を行っている．

　以上の活動をまとめると，RM-DTの描く ITリソース
のモデル化／アクセスの全体像は図 -3のように表すこ
とができる．
　ビジネスグリッドプロジェクトでは，RM-DTの活動
と並行して，上記（2）の標準化を行う OASIS WSDM-

TCにも積極的に参画してきた．WSDMのプロトタイプ
実装と，それを用いた接続実験（プラグフェスタ）へ
の参加を通した仕様の検証により，WSDMの標準化を

図 -3　リソースの管理技術
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加速すべく活動を推進し，OGSAのリソースアクセスの
ベースとなるWSDM1.0および 1.1の OASIS標準とし
ての採用を見ることができた．

❖ セキュリティ
　ビジネスグリッドを始めとするグリッドシステムでは，
ネットワークを介し計算機が接続された分散環境での
システムの運用を前提としており，システムのセキュリ
ティが本質的に重要となる．
　GGFにおいては，当初 OGSA-Security-WGが OGSA

のセキュリティアーキテクチャの検討を行っていた
が，2004年から OGSA-WG内のサブグループである
Security Design Teamがその検討を引き継いだ．ビジネ
ス的側面からの要求を OGSAセキュリティアーキテク
チャの検討へ反映させるために，ビジネスグリッドプロ
ジェクトのメンバは本 DT設立当初から主要メンバとし
て議論に参画した．また，3年間のプロジェクト期間中，
主に OGSAアーキテクチャ文書制定と，セキュリティ
関連の 2件の OGSAプロファイルの執筆に貢献した．
　OGSAアーキテクチャ文書に関しては，データセンタ
の広域連携に関する仮想組織のユースケースを提案した．
これは OGSA文書のセキュリティの章にセキュリティ
機能が実現すべき仮想組織のユースケースとして採用さ
れた．このユースケースの提案にあたっては，データ
センタの広域連携のユースケースを基に，これと同等の，
より一般化した電子図書館のユースケースを考案し提案
した．
　ビジネスグリッドプロジェクトでは，データセンタ
の広域連携において，インターネットを介したWSRF，
WSN（Web Services Notification）通信を行っており，
この通信の相互認証，秘匿，および完全性の保証といっ
たセキュリティ要件を満たす必要があった．これらの
セキュリティ要件を満たすため，OGSA Basic Security 

Profileと呼ばれる一群のプロファイルを規定する方針と
した．まず第 1弾として OGSAにおける TLS（Transport 

Layer Security）プロトコル通信の利用について定める
OGSA Basic Security Profile 1.0 - Secure Channel（セキュ
ア通信プロファイル）の仕様策定を主導し，標準化を推
進した．またあわせて OGSA Basic Security Profile 1.0 - 

Coreの仕様策定を主導し，標準化を推進した．このプ
ロファイルは OGSAサービスとのセキュア通信に用い
る鍵情報を OGSAサービスと結びつける方法について
規定している．
　今後は Basic Security Profileの策定だけでなく，セ
キュリティアーキテクチャの一貫として詳細化が必要な
OGSAでの認可モデルなどについても議論を行う必要が
ある．

❖ 業務実行依頼と交渉
　グリッドシステムに，業務を投入する際に必要となる
業務実行依頼の合意を取り決める文書ならびにプロトコ
ルを規定するのがWS-Agreement仕様 5）である．この
合意の交渉はグリッドサービスを提供するサービスプロ
バイダと，それを利用するサービスクライアント間で行
われる．クライアントとプロバイダ間でやりとりされる，
WS-Agreement文書は，フレームワークを決める応用
ドメインに非依存の部分と，各サービスに固有なドメイ
ン依存部分からなる．典型的な利用シーケンスは以下の
ようになる．
（1）サービスプロバイダが，提供するサービスの機能

などを，あらかじめ登録
（2）サービスクライアントが，サービスプロバイダの

機能を参照して，要求するサービスの機能（CPU数，
メモリ容量など）と満たすべき SLA要件をドメイ
ン依存の記述形式で記述してサービスを依頼

（3）サービスプロバイダが，現在保有しているリソー
スや，実行しているサービスなどを元に，クライ
エントの要求に応じられるか否かを判断して合意
するか，辞退するかをサービスクライアントに 

通知
　ビジネスグリッドプロジェクトでは，ドメイン依存部
分に次章に述べる JSDL記述を拡張したものを用い，い
わばWS-Agreement＋ JSDL拡張という組合せで，クラ
イアント／プロバイダ間の交渉を行うようにしている．
WS-Agreementの仕様に関しては 2004年末に，最初の
パブリックドラフトが提出された．このドラフトに関し
ては，ビジネスグリッドプロジェクトでの実装を鑑み，
仕様のあいまいな点の明確化，ならびに，必要なプロト
コル拡張（非同期プロトコルへの拡張）の提案を以下の
ように行った．

〈非同期プロトコルへの拡張の提案〉
　初期の提案では，Agreementが確定するのに時間は
さほどかからないという仮定から同期プロトコルしか提
案されていなかった．ビジネスグリッドのようにジョブ
を複数のサイトにまたがって投入する場合は（図 -4参
照），同期プロトコルを使った場合，タイムアウトなど
の不具合が生じ，実用的ではなかった．この点に関する
提案書をパブリックコメント期間内に作成し，提出した．
この仕様は 2005年 9月に GGFエディタに提出された
2回目のパブリックコメント用仕様書に反映された．現
在（2006年 6月）は仕様書の GGF勧告成立に向けて，
最終確認を行っている．
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❖ 業務に必要なリソースの記述
　グリッドシステムでは，動的に投入される業務に対し
て，散在する ITリソース群の中から最適なものを選び
出し，割り付けることで，ITリソースの有効活用を図る．
これに必要となる技術が，JSDL仕様がカバーする，業
務に必要なリソースの記述である．ビジネスグリッドプ
ロジェクトではこれらの仕様検討の過程で，ビジネスア
プリケーションに必要とされる仕様の拡張案を継続的に
検討してきた．
　JSDL 1.04）は 2005年 11月に公開された．JSDL 1.0

はジョブ識別子，アプリケーション，リソース，データ
ステージング要求仕様の記述アトリビュートを含む．そ
のスキーマはアトリビュート間の関係と構造，値，選択
肢の記述方法を定義する．
ジョブ識別子アトリビュート群 :このアトリビュート群
はジョブの補足説明と情報を提供するために用いられる．
これらには JobName， JobProject， JobAnnotationなど
が含まれる．
アプリケーションアトリビュート群 :このアトリビュー
ト群は実行すべきアプリケーションとその引数，環
境を記述する．アプリケーションは ApplicationName，
ApplicationVersionなどの属性を用いて抽象的な方法で
記述される．特に Application要素は拡張することが可
能である．これにより，新しいアプリケーションに対
するより具体的な要件を記述することができるように

するための拡張ポイントを提供する．科学技術計算で
は，POSIXアプリケーションが，広範に利用されている．
JSDL 1.0はこの POSIXアプリケーションの記述の標準
仕様を，付録に収録している．ビジネスグリッドアプリ
ケーションもその対象となる．
リソースアトリビュート :このアトリビュート群はジョ
ブに必要とされるリソースを記述する．これにより，ビ
ジネスグリッドシナリオの重要な要素であるネットワー
クバンド幅の指定などを含む．
データステージングアトリビュート :このアトリビュー
ト群はデータの移動（実行環境へのファイルのコピーと
削除）を記述する．

❖ 業務の配備
　一般に，ジョブを実行するには，必要なリソースを獲
得するだけでなく，何らかのアプリケーションをインス
トールしたり，機器の設定をしたりする必要がある．こ
れら各構成要素の設定には相互依存関係があり，一貫し
たシステムとして全体を構成するには特定の手順が必要
になる．特に企業システムは多種多様な構成要素からな
り，その手順は複雑なものとなり得る．このような処理
自体をジョブの一部として手続き的に記述するのではな
く，システム構成情報として宣言的に記述し，具体的な
設定・配備処理をミドルウェアに任せられれば，保守性
の向上が期待できる．CDDLM-WGでは，複数の構成要
素（コンポーネント）からなるシステムを一貫性をもっ
て設定・配備し，ジョブが実行可能な状態を管理する
ための標準の策定を行っている．CDDLMの仕様 6）は，
設定記述言語（CDL），構成要素のモデル（コンポーネ
ントモデル），Webサービスインタフェース（Deployment 

API）からなる．現在（2006年 6月），提出された上記
3仕様の勧告成立のために，複数実装のインタオペラビ
リティ実験を行っている段階である．
　コンポーネントは，システムの配備の状態を表す最小
の単位であり，そのライフサイクル（状態遷移）や，必
須のプロパティ（属性），および配備時のコンポーネン
ト間依存関係（フロー）の規定方法がコンポーネントモ
デルとして規定されている．
　CDL（Configuration Description Language）はグリッ
ド環境で重要なオンデマンドの構成管理を実現するため
に，テンプレート（プロトタイプ）の継承，リファレン
ス解決の機能を提供する XMLベースの言語である．コ
ンポーネントを組み合わせたシステムの構成や，コン
ポーネントのプロパティは XMLで表現される．各コン
ポーネントについて，設定すべきプロパティの組はテン
プレートとして定義される．コンポーネントを組み合わ
せてシステムを構成するにはこのテンプレートを継承し
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図 -4　業務の実行依頼と交渉
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て新たな XML文書をつくり，そこに必要な値を記述す
る．プロパティに設定される値間の依存関係を表現する
ために，CDLでは値を参照するためのリファレンスを
用意している．プロパティの中には，実行時（配備時）
にその値が決定されるものも存在するため，実行時に値
を解決するリファレンスの記述も可能である．
　サービスインタフェースとしては，システムを生成す
るポータル，各システムの配備管理を行うシステム，お
よび各コンポーネントをWSDMの枠組みで管理する（状
態監視など）ためのインタフェースが規定されている．

❖ 業務のレポジトリ
　ビジネスアプリケーションの実行にはアプリケーショ
ンバイナリ以外にもさまざまなファイルが必要である．
また，グリッド環境への投入を実現するためには，そ
の配付・配備や実行を指定するさまざまなメタ情報も
必要となる．これらを誤りなく，容易にシステムへ投
入するためには，その投入形式やインタフェースの標
準化に基づいた自動化が有効である．ACS（Application 

Contents Service）はグリッドシステムへのジョブの投
入点におけるサービスの一つであり，業務のレポジトリ
の標準インタフェースを定義することにより，さまざま
な実装に対して，相互接続性を提供する仕様である．ま
た，OGSA WSRF Basic Profileおよび各種WS標準と組
み合わせて利用されることを想定している．
　ACS仕様書 1.07）はアーカイブデスクリプタ形
式（AAD：Application Archive Descriptor） を 規 定 す
る．AADはグリッドジョブの構成ファイル群に対する
アーカイブを記述する XML文書であり，対応する XML 

Schemaが仕様書に含まれている．ACSに関する想定
ユースケースでは，業務システム開発者があらかじめ開
発完了した業務パッケージを，それを構成するファイル
群とともに「アプリケーションアーカイブ（AA）」とし
て，ACSレポジトリに登録する．その後，業務管理者
が登録済み AAへの参照情報とともに業務投入を依頼す
ることにより，複雑な業務を容易に実行することが可能
になる．また，ジョブ投入パラメタを変えることにより，
同一 AAを再利用することが可能になるため，業務の反
復的実行も容易になる．この AADは登録先レポジトリ
内での識別子となる AAIDの他にアーカイブの作成者情
報，説明記述，アクセス制御情報，署名情報，アーカイ
ブ内容一覧を含む．アクセス制御情報や署名情報につ
いては独自の定義を行うのではなく，それぞれの XML

標準を参照している．アーカイブ内容には CDL等のデ
プロイメント記述を始めとする GGF標準仕様に基づい
たファイルを含めることが想定されている．ACS仕様
はまた，レポジトリインタフェース（ARI : Application 

Repository Interface）も規定する．これは OGSA Basic 

Profile準拠のサービスとして ACSレポジトリを実装す
るためのインタフェース仕様を記述するものである．
　ACS-WGはその成果として ACS仕様書 1.0を策定し，
2006年 6月に公開された．この仕様書は，規約と補足
情報の文書記述，および仕様として規定する XMLスキー
マ文書から構成されている．ビジネスグリッドプロジェ
クトのメンバは，ACS-WGの創設メンバとして仕様の
策定に主導的な役割を果たしてきた．ACS仕様書 1.0

に準拠した実装については，ビジネスグリッドプロジェ
クトによる参考実装の他にも NAREGI グリッド PSEに
おいて開発が進行中である．

❖ 通信接続性の確保
　Webサービス向けの通信プロトコルとして，SOAPが
広く普及している．標準化団体W3Cが SOAPをW3C 

Noteとして公開し，さらにベンダによる実装や相互接
続テストも進んだため，Webサービス同士の相互接続
性は SOAPによって実現できるようになった．
　しかし単純に SOAPを用いるだけでは，システムの信
頼性を確保することはできない．たとえば，通信中にシ
ステムダウンが発生したときに通信途中のデータが失わ
れてしまったり，システムが復旧したときに同一のデー
タが重複して送信されてしまったりする可能性がある．
　この課題の解決方法を考える際には，インターネット
特有の要件について注意が必要である．インターネット
ではさまざまなハードウェアやソフトウェアを利用した
システムが，それぞれの組織の定めたルールの下で運営
されている．そのため，システムごとの独立性や自律性
が失われないよう，Webサービス同士の連携は緩やか
で柔軟な方法で実現しなければならない．
　OASIS WSRM（Web Services Reliable Messaging）TC

は，このような要件を考慮して，Webサービス間の通
信における信頼性を保証するための高信頼メッセージの
仕様であるWS-Reliabilityを作成する TCである．ビジ
ネスグリッドプロジェクトのメンバはWSRM TCの発足
当時から，積極的に本 TCに参加してきた．WSRM TCは，
その成果として，WS-Reliability V1.18）を作成した．こ
の仕様は 2004年 11月に OASIS標準として採用された．
ビジネスグリッドミドルウェアでは，重要な通信部分に
高信頼メッセージを用いるため，本 TCにおける標準化
は，相互接続性を確保するために不可欠であった．WS-

Reliabilityは次のような特長を持つ．
標準化団体による標準化：標準化団体 OASISのWSRM 

TCで作成された，ロイヤリティフリーのオープンな仕
様であるため，誰もが自由にこの仕様を実装できる．
高信頼性：高信頼メッセージの要件である，配送保証・
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重複防止・順序保証の 3つの通信品質（QoS : Quality 

of Service）を備えている．このため，アプリケーショ
ンレベルでは通信障害に関する処理を行う必要がなくな
り，アプリケーション本来の処理に開発リソースをより
集中できるようになる．
非同期通信と同期通信のサポート：高信頼メッセージ
の要件である非同期通信方式に加え，同期通信方式
もサポートしている．このため，通信レイヤにMOM

（Message Oriented Middleware）を前提とする非同期
に動作するアプリケーションにも，通信レイヤに RPC

（Remote Procedure Call）を前提とする同期的に動作す
るアプリケーションにも，対応することができる．
SOAPに準拠：SOAP 1.1および SOAP 1.2仕様に準拠
しつつ，上記の高信頼性機能と非同期・同期通信方式
を規定している．したがって，本仕様を実装する際には，
既存の SOAPエンジンを下位の通信レイヤに流用するこ
とができるため，あらためて下位レイヤまで開発する必
要がない．
他のWebサービス仕様との組合せ：セキュリティ機能
など，他の機能のためのWebサービス仕様と組み合わ
せた利用が可能である．

　GGFにおける OGSAを中心とするグリッド関連の標
準化は，現在も精力的に継続されている．すでにグリッ
ド全体を俯瞰するアーキテクチャの策定は終了しており，
具体的なプロトコル，インタフェースの策定が機能ごと
に詳細化されている段階である．このような標準化が完
成すると，それに準拠した各種グリッドサービスの相互
連携や活用が現実となり，データセンタの内部はもちろ
んのこと，データセンタをまたがった広域なビジネス向
けグリッドの構築が柔軟に行えるようになってくる．こ
のような状況は，「ITの所有から利用へ」の流れを加速し，

IT業界の発展に向けてIT業界の発展に向けて

ユーティリティコンピューティング時代の本格化を促す
可能性が高い．ビジネスの分野においても，必要なとき
に，必要なだけのリソースを，最適なコストで，安心か
つ安全に利用できる環境が整うことになる．
　このような環境においては，ITの利用者は，処理要求
の急速な拡大や，不慮の災害などに対しても，標準的な
枠組みを用いて頑強なシステムを構築することが可能と
なる．また，従来に比べて低廉なコストで豊富な ITリ
ソースやサービスを享受できることになるため，余剰と
なった投資や人的，時間的リソースをより高度なサービ
スの開拓や拡充にあてることが可能となる．これによっ
て，新たな IT利用の地平が広がり，ひいては経済全体
のさらなる活性化に寄与することが期待される．
　ビジネスグリッドプロジェクトでは，当初からこのよ
うな効果をもたらす標準化活動の重要性を視野に入れ，
ビジネスグリッドの実装を行うのと並行してその成果や
知見を関連標準化団体に提案，フィードバックしてきた．
その成果は GGFを中心とする各種標準に広く組み入れ
られ，今後のグリッドの発展に対して大きな役割を果た
すものと考えられる．
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